
 

 

 

1.【前提】 

・2020 年全再エネ割合 21.2％ 

・2019 年度の全発電電力量 10,247 億 kWh（※3）。 

・太陽光発電設備を全国平均 5.45kW 設置として試算すると、全国平均の年間発電量は 

6,348kWh/戸（別紙 A3※5）。 

2.【既存住宅】 

・新耐震基準 1981 年以降の戸建住宅（持家+借家）1,838 万戸の 60％=1,103 万戸（※4）。 

1,103 万戸×6,348kWh=700 億 kWh÷10,247 億 kWh=6.8％ 

3.【新築住宅】 

・新築住宅の 60％に設置⇒23 万戸（年間）※2020 年の戸建て住宅着工数 39 万戸で試算。 

23 万戸×6,348kWh=14.6 億 kWh×10 年=146 億 kWh÷10,247 億 kWh=1.43％ 

 

【2020 年全再エネ割合】 【既存 60％】 【新築 60％×10 年】 【総合計】 

                                

 

以上 

 

 

 

算出根拠 

21.2％ 6.8％ 1.43％ 29.43％ + + = 

別紙：※5-1 
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